教師の「教育相談」の在り方と方法についての比較的検討 : 文部省・文部科学省の資料を中心とした教師の「態度・姿勢」に注目して by 角田 真紀子































1 『生徒指導の手引』は 1960 年が初版であるが、石田（2010）によると、「生徒指導」は機能論でありつ
つ、現実対応の観点から校務分掌の中に生徒指導体制を位置付け、生徒指導主事の活動を明確にした」こ
とと「表現の改訂や補足説明的な改訂、ひらがなの漢字化などが主で、「生徒指導」の概念や理論そのもの
については大幅な改定はなかった」ことを受け、ここでは 1981 年の改訂版を使用する。 
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れぞれの引用箇所の該当ページについては表 2 に記載してあるので、ここでは省略する。 
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(2)【教育課程と生徒指導との関係】［手引 b］と【教育課程における生徒指導の位置付け】［提







































































































































5 [手引]では、生徒の資料を集める方法として「観察法」「面接法」「質問紙法」「検査法」の 5 つが挙げら
れている。 
































6 文献検索システム CiNii articles(https://ci.nii.ac.jp/)および検索エンジン Google および Yahoo!にて検索
したところいずれもヒットしなかった。 




























































[手引 k][提要 K]ともに、教師が 2 つの役割を取ることは難しいとしつつ、[手引 k]では相
 





























































































































































































































































































青少年非行の社会問題化を分析し、国民総中流家庭との認識が芽生えた 1981 年頃に第 3 次


















9 「生徒指導資料 第 1 集（改訂版）生徒指導上の諸問題の推移とこれからの生徒指導一データに見る生徒
指導の課題と展望一」（平成 21 年 3 月）。藤平（2011）による。 
10 小林（2014）によると文部科学省「生徒指導関連略年表について」からの引用である。文部科学省のウェ
ブサイトに同表が掲載されているが作成時期は平成 21 年以前となっており定かでない。 
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生徒を受け入れる態度」（(3)[手引 c]）、「受容的な態度」（(3)[手引 c]、(7)[手引 g]、(12)[手引 l]
で使用）「無条件の尊重」((4)[手引 d]、(6)[手引 f])「無条件の受容的態度」（(7)[提要 G]）、「受
容する態度」（(12)[手引 l]）「受容的態度」（(12)[提要 L]、「積極的な関心」（(13)[提要 M]）が抽
出された。 
「共感的理解」に関する用語としては、「共感的理解」（(1)[提要 A]、(5)[提要 e]、(14)[提要
M]）「共感的に理解」（(4)[手引 d]）「共感的な理解」（(6)[手引 f][提要 F]、(7)[手引 g]）「共感的
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「受容的な態度」（(3)[手引 c]、(7)[手引 g]、(12)[手引 l]）については「無条件の積極的関心」















































































感的理解」（(1)[提要 A]、(5)[提要 e]、(14)[提要 M]）「共感的に理解」（(4)[手引 d]）「共感的な
理解」（(6)[手引 f][提要 F]、(7)[手引 g]）と、共感的理解とほぼ同義のものが多く見受けられる。
そして「共感的理解」については、[手引]よりも[提要]でより、教育相談のみならず生徒指導全
体および生徒理解の軸として使われていることが分かる。 
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